
広 報

腸

ニ
シ
ン
長
者
の
廃
屋

脇
元
地
区
の
ほ
ぼ
中
央
、
住
む
人
も
な
く
、

荒
れ
は
て
て
は
い
る
が
、
ひ
と
き
わ
大
き
く
、

板
塀
に
か
こ
ま
れ
た
住
家
で
あ
る
。

「ヤ
マ
カ
ギ
」
と
呼
ば
れ
た
大
綱
元
の
家
で

あ
る
。
建
て
面
積
約
四
百
平
方
肝
、
関
数
十
。

畳
の
数
に
し
て
八
十
畳
は
あ
る
と
い
う
。

こ
の
家
に
高
さ
一
・
八
Ｆ
、
と
び
ら
を
開
く

と
六
眉
余
に
も
な
る
総
金
張
り
の
仏
壇
が
あ
っ

た
。
栄
華
を
き
わ
め
た
こ
ろ
、
金
に
あ
が
せ
て

京
都
方
面
か
ら
買
い
込
ん
だ
も
の
だ
と
い
‐う。

一　
ま
た
、
脇
元
の
象
徴
「鶴
山
」
も
ヤ
マ
カ
ギ

様̈
の
所
有
で
あ
る
。

一　
し
か
し
ヽ
ニ
シ
ン
漁
で
栄
え
た
こ
ろ
を
し
の

ぶ
も
の
は
、
潮
風
に
漂
白
さ
れ
た
廃
屋
ｔ
板
塀

に̈
う
な
る
風
の
音
ば
か
り
だ
”

肱 q12



②

卜
餓
あ

―

議
長
木
村

・
副
工
藤
２

）
の
両
議
員

●
各
常
任
委
員
長
も
き
ま
る

木 村 餞 長

新
し
い
村
議
会
議
員
が
選
ば
　
　
郎
議
員

（
６６
）
を
仮
議
長
に
進

れ
て
か
ら
、
初
め
て
の
村
議
会
　
　
め
ら
れ
、
議
長
に
木
村
義
光
、

（組
織
会
）
は
二
月
二
日
開
か
　
　
副
議
長
に
工
藤

一
雄
の
両
議
員

れ
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
選
び
ま
し
た
。

会
議
は
最
年
長
の
笹
山
七
三
　
　
　
ま
た
、
各
常
任
委
員
、
監
査

診
療
所

工
事
も
急
ピ

ッ
チ

中学校寄宿舎の集会室が完成

写真― (上 )室内スポーツもできる集会室

(下)外観 もできあがり完成を持つ鰺療所

委
員
、
広
域
行
政
組
合
議
員
を

つ
ぎ
の
と
お
り
決
め
ま
し
た
。

総
務
常
任
委
員

▽
委
員
長
　
櫛
引
党
蔵
▽
副

委
員
長
　
笹
山
七
二
郎
▽
委
員

柏
谷
秀

一
、
本
村
義
光

産
経
常
任
委
員

▽
委
員
長
　
一二
和
久
▽
副
委

員
長
　
伊
南
忠
雄
▽
委
員
　
成

田
義
衛
、
工
藤
武
則

教
育
民
生
常
任
委
員

▽
委
員
長
　
小
倉
十
三
男
▽

副
委
員
長
　
奈
良
正
勝
▽
委
員

青
山
又

一
、
工
藤
誠

一
郎

土
木
常
任
委
員

▽
委
員
長
　
福
井
俊
美
▽
副

委
員
長
　
島
津
典
明
▽
委
員

工
藤

一
雄
、
村
元
則
美

■
議
会
選
出
監
査
委
員
　
櫛

引
党
蔵

■
西
北
五
精
神
薄
弱
児
施
設

組
合
議
員
　
伊
南
忠
雄

■
西
北
五
衛
生
処
理
組
合
議

員
　
奈
良
正
勝

■
津
軽
北
部
消
防
事
務
組
合

議
員
　
工
藤

一
雄
、
島
津
典
明

■
津
軽
北
部
老
人
福
祉
事
務

組
合
議
員
　
櫛
引
党
蔵
、
笹
山

七
二
郎

昨
年
十
月
か
ら
建
設
中
だ
っ
た
中
学
校
寄
宿

合
の
集
会
室
で
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。

集
会
室
は
木
造
モ
ル
タ
ル
平
屋
建
て

（
一
部

プ
ロ
ッ
ク
）
三
百
平
方
層
で
、
寮
生
の
い
ろ
い

ろ
な
集
会
に
使
わ
れ
る
ほ
か
、
五
十
五
丁
の
柔

道
畳
敷
き
の
部
屋
も
あ
り
、
卓
球
な
ど
の
室
内

ス
ポ
ー
ツ
が
で
き
る
た
め
、
生
徒
た
ち
か
ら
大

変
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
工
費
は
九
百
五
十
万
円

で
し
た
。

消
防
署
南
側
に
建
設
し
て
い
る
診
療
所
工
事

は
、
二
月
末
完
成
を
メ
ド
に
急
ピ
ッ
チ
に
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
す
で
に
外
観
は
で
き
あ
が
り

工
事
は
順
調
に
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
規
模
は

平
屋
建
て
八
百
二
平
方
眉
で
、
工
費
は
七
千
二

百
万
円
で
す
。
医
師
住
宅
は
百
二
平
方
眉
、
六

百
万
円
で
す
。

基ノ
私
の
好
き
な
言
葉
は

・
忍
耐

・
感
謝

・
愛

・

誠
…
…
。

こ
れ
ら
の
言
葉
は
、

ぞ
れ
異
な
っ
た
意
味

で
、
私
の
人
生
の
中

で
つ
ら
い
時
、
苦
し

い
時
の
慰
め
で
あ
り
、

励
ま
し
で
も
あ
り
ま

大
き
な
夢
を
も
っ

て
結
婚
し
て
か
ら
二

十
数
年
。
そ
の
間
私

な
り
に
努
力
が
あ
り
、

忍
耐
が
あ
り
、
絶
望

が
あ
り
、
絶
望
か
ら

の
必
死
の
脱
出
が
あ

い
ま
、
楽
し
い
日

、
夢

和

・

そ
れ

々
を
送
れ
る
の
も
、
そ
の
時

ど
き
に
脳
裏
に
浮
ぶ
こ
れ
ら

の
言
葉
に
力
強
く
さ
さ
え
ら

れ
て
き
た
か
ら
だ
と
思
い
ま

心
の
さ
さ
え
と
し
て
、
私

は
い
つ
も
福
沢
諭
吉
先
生
の

人
生
七
カ
条
を
愛
誦
し
て
い

ま
す
。
①
世
の
中
で

一
番
楽

し
く
立
派
な
こ
と
は
、　
一
生

を
貫
く
仕
事
を
も
つ
こ
と
。

②

一
番
み
じ
め
な
こ
と
は
人

間
と
し
て
教
養
の
な
い
こ
と
。

③

一
番
さ
び
し
い
こ
と
は
な

に
も
す
る
こ
と
が
な

ビ

と
。
④

一
番
み

に
く
い
こ
と
は
他
人

の
生
活
を
う
ら
や
む

こ
と
。
⑤

一
番
尊
い

こ
と
は
人
の
た
め
に

奉
仕
し
て
恩
に
着
せ

な
い
こ
と
。
⑥

一
番

美
し
い
こ
と
ま
、
す

べ
て
の
も
の
に
愛
情

を
も
？

」
と
。
⑦

一

番
悲
し
い
こ
と
は
う

好 きな言葉にささえられて
‖1内 。主婦T子 (46)

一　〕一一碁一］”け

る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
し
か

し
、

い
か
に
社
会
生
活
が
変

の
本
質
は
変
る
も
の
で
は
な

い
と
信
じ
ま
す
。

好
き
な
言
葉
を
大
切
に
す

る
と
と
も
に
、
視
野
を
広
く

し
て
、
現
代
生
活
を
過
し
た

い
と
思
う
こ
の
ご
ろ
で
す
。



③

５０
年
度

十
三
地
区

の
発
生
は
ゼ

ロ

●
弘
大
保
健
医
学
研
究
会
の
指
導
実
る

と
は
ぜ
ひ
心
が
け
る
よ
う
に

本
村
の
こ
こ
数
年
の
死
因
の

ト
ッ
プ
は
脳
キ
中
。
四
十
七
年

度
は
十
四
人
が
ア
タ
リ
で
死
亡

し
ま
し
た
が
、
そ
の
う
ち
十
人

が
十
三
地
区
に
集
中
し
た
た
め

海
岸
部
で
多
発
す
る
原
因
究
明

が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま

し
た
。
こ
の
た
め
四
十
九
年
度

か
ら
十
二
地
区
の
全
世
帯
を
対

象
に
、
弘
大
保
医
研
に
実
態
調

査
と
保
健
指
導
を
委
託
し
ま
し

同
研
究
会
で
は
毎
年
夏
休
み

に
泊
り
込
み
で
毎
戸
を
訪
間
、

初
年
度
は
、
全
住
民
の
″
庄
測

定
、
井
戸
水
の
水
質
検
査
、
血

圧

・
食
生
活
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
、
住
民

一
人

一
人
が
血
圧
を

知
る
と
と
も
に
塩
分
過
多
の
食

事
を
改
善
、
井
戸
水
の
水
質
浄

化
な
ど
に
つ
と
め
ま
し
た
。

二
年
目
は
昨
年
の
八
月
下
旬

に
行
わ
れ
、
血
圧
測
定
、
寄
生

の
高
血
圧
者
が
今
回
は
四
百
三

十
人
中
百
十
六
人

（二
六

。
九

％
）
と
減
っ
て
き
た
の
が
わ
か

り
ま
し
た
。
寄
生
虫
も
三
百
十

二
人
中
二
十
人
に
虫
卵
が
見
つ

か
っ
た
だ
け
で
検
出
率
六

・
四

％
―
と
少
な
い
方
で
し
た
。

こ
の
よ
う
に
足
マ
メ
な
同
研

究
会
の
活
動
が
浸
透
、
四
十
九

年
度
の
十
三
地
区
の
ア
タ
リ
の

死
亡
者
は
二
人
、
村
全
体
で
も

八
人
と
半
減
し
、
五
十
年
度
は

十
二
地
区
の
発
生
は
ゼ
ロ
、
村

全
体
で
も
た
っ
た

一
人
だ
け
―

と
脳
＋
中
が
死
因
の
ト
ッ
プ
か

ら
下
り
ま
し
た
。

村
で
は
五
十
三
年
度
ま
で
弘

大
保
医
研
の
協
力
を
受
け
、
三

年
が
か
り
で
全
世
帯
の
健
康
管

理
カ
ー
ド
を
作
成
、　
一
日
で
家

庭
、
個
人
の
健
康
状
態
を
掌
握

す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

△
自
分
の
身
の
ま

わ
り
の
こ
と
は
、
自

分
で
始
末
が
で
き
る

よ
う
習
慣
を

つ
け
て

お
く
。
と
く
に
用
便

と
衣
服
に
つ
い
て
は
、

人
の
助
け
を
借
り
な

く
て
も
で
き
る
よ
う

に
し
て
お
く
。

△
自
分
の
名
ま
え

は
書
け
る
よ
う
に
し

△
ひ
と
り
で
安
全
に
通
学

が
で
き
る
よ
う
、
通
学
道
路

を
実
際
に
歩

い
て
、
交
通
の

き
ま
り
や
危
険
な
場
所
を
よ

く
教
え
て
お
く
。

△
人
学
前
の
健
康
診
断
を

十
三
地
区
は
高
血
圧
者
が
多
く
、
ア
タ
リ
で
死
ぬ
人
が
村
全
体
の
死

因
の
ト
ッ
プ
を
占
め
て
い
ま
し
た
が
、
村
ぐ
る
み
の
啓
発
活
動
や
弘
大

保
健
医
学
研
究
会
の
健
康
指
導
が
実
を
結
び
、
五
十
年
度
の
十
三
地
区

の
発
生
は
ゼ
ロ
。
村
全
体
で
も
ゎ
ず
か

一
人
―
と
激
減
し
ま
し
た
。

定
期
的
な
血
圧
測
定
も
予
防
の

一
つ

に

虫
卵
検
査
、
農
夫
症
ア
ン
ケ
ー

ト
な
ど
を
実
施
、
こ
の
ほ
ど
結

果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
そ
れ

に
よ
る
と
治
療
す
る
人
が
増
え

た
た
め
か
前
年
四
百
三
十
人
中

百
三
十
五
人

（三

一
。
二
％
）

新
入
学
児
童
を
も

つ
家
庭

　
受
け
さ
せ
、
異
常
が
あ
れ
ば

で
は
、
な
に
か
と
心
づ
か
い
　

早
く
治
療
し
て
お
く
。

を
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
思

い
　

　

△
文
字
や
数
は
無
理
に
教

ま
す
が
、
入
学
前
に
次
の
こ
　

・″■
」
む
こ
と
を
さ
け
、
日
常

生
活
に
お
け
る
身
近
か
な
こ

と
が
ら
や
物
を
通
し
て
、
自

然
の
う
ち
に
党
え
る

よ
う
に
す
る
。

△
学
校
は
楽
し
い

を
理
解
さ
せ
喜
ん
で

学
校
に
行
け
る
よ
う

△
学
用
品
の
準
備

に
つ
い
て
は
、
親
の

見
栄
か
弓
高
価
を
も

の
を
求
め
る
傾
向
が

あ
り
ま
す
が
、
入
学

後
、
先
生
の
指
示
に
し
た
が

っ
て
整
え
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
子
ど
も
の
た
め
に
は
丈

夫
で
実
習
的
な
、
し
か
も
使

い
や
す

い
も
の
を
選
ぶ
こ
と

が
大
切
で
す
。

脇
元
小
学
校
で
は
創
立
百
周
年
記
念
誌
を
編
さ
ん
す
る
た
め
、

学
校
に
関
係
し
た
古
文
書
、
写
真
等
の
資
料
を
収
集
中
で
す
。

・‐‐‐‥‐
‐

■

■

ξ

〓

■

＝

‐‐
の
一
■

僣

〓

脇
元
、
磯
松
地
区
に
か
ぎ
ら
ず
、
資
料
を
お
持
ち
の
方
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
ご
提
供
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

脇
元
小
学
校
百
周
年
記
念
誌

編
さ
ん
委
員
会

（電
話
一
．〇
三
四
番
）

新 入 学 児童 を

もつ 家 庭 ヘ



④

十
三
小

の
上
位
進
級
目
立

つ

大
田
小
）
湯
浅
龍
子
、
浜
田
る

り
子
、
大
沢
丈
徳

（十
三
小
）

▽
五
級
　
湊
初
江
、
三
浦
典

子
、
山
崎
悦
子
、
山
田
千
里
、

佐
々
木
顕
仁

⌒相
内
小
）
中
畑

圭
子
、
黒
川
史
章
、
櫛
引
由
美

子

（脇
元
小
）
青
山
勝
信
、
植

野
あ
つ
子
、
奈
良
則
子

（太
田

小
）
松
橋
昌
子
、
小
寺
弘
晃
、

梶
浦
美
津
子

⌒十
二
小
）

▽
六
級
　
工
藤
千
恵
子
、
木

津
谷
英
佐
子
、
三
和
幸
博

（相

内
小
）
山
田
智
人
、
坂
本
知
嘉

子
、
葛
西
桂
子

（脇
元
小
）
奈

良
広
幸

（大
田
小
）
福
井
慶
太
、

秋
田
谷

一
人
、
煤
田
美
枝
子
、

松
田
美
粉
、
近
藤
範
子
、
有
馬

世
喜
子
、
有
馬
敦
、
蒔
田
伊
津

子
、
福
島
育
子
、
相
川
洋
子
、

Ｉ
Ｑ
ヽ

１

浜
田
隆
士
、
豊
島
真
紀
子
、
梶

浦
裕
子
、
小
倉
昌
子
、
安
田
柳

子
、
失
本
秀
子
、
福
島
美
佐
子
、

中
井
剛

（十
二
小
）

▽
七
級
　
佐
藤
裕
幸
、
高
谷

美
由
紀
、
成
田
栄

一
、
（相
内
小

）
山
田
栄

一
、
山
田
仁
美
、
成

田
純
子
、
竹
谷
裕
子

（脇
元
小

）
奈
良
真
由
美
、
本
村
信
幸
、

九
山
紀
子
、
木
村
英
子

（天
田

小
）
相
川
優
子
、
相
川
由
子
、

内
藤
富
士
子
、
大
間
教
位

（十

三
小
）

米
と
ざ
は

馴
な
春

昼
で

電
気
ガ

マ
の
上
手
な
使

い
方

▽
二
級
　
櫛
引
若
子

（脇
元

小
）
奈
良
ち
ど
り
、
奈
良
縁
、

木
村
香
世
子

（太
田
小
）
秋
田

谷
悦
子
、
福
島
春
一
、
加
納
美

香
子
、
成
田
加
世
子
、
清
野
篤

（十
三
小
）

▽
三
級
　
小
寺
朱
美

（市
浦

中
）
和
島
菫
、
山
田
ま
ゆ
み
、

三
上
順
治

（脇
元
小
）
田
中
由

美
子

（太
田
小
）

▽
四
級
　
奈
良
佳
子
、
山
田

美
智
子
、
成
田
容
子
、
村
山
恭

輝
、
柿
崎
寿

一
、
三
和
智
恵
子

（相
内
小
）
奈
良
美
恵
子
、
九

山
靖
子
、
奈
良
道
子
、
奈
良

一

仁
、
奈
良
孝
幸
、
武
田
広

一
（

改正 された郵便料金
1月 25日 から郵便料金がつぎのように改正

されました。郵便物を差し出すときは間違い
のないようにしましょう。

〔特殊取扱〕
1、 書留料

(1)書留 (現金 )損害要償額  1万円まで 300円
夕   ・1万円をこえるもの、

(現金以外)″    1万 円まで 300円

(2}簡易書留    200円
2、 ■遭料
(1)通常郵便物  250gま でのもの……150円

l kg～ 4 Lg… ……… 500R
{2)小包郵便物  2 Lgま でのもの…… 250円

消―

火―

器 =

の

一

押 =

し=

売―

リー

に
=

た ヒ
=

意―

を―

〃

　̈田義⌒八̈）（内一̈̈　一̈「　　　　一一一̈一一一一̈̈

◎
お
米
と
ぎ
は
別
の
容
器
で
十

最
近
、
危
険
度
の
高
い
燃
料

を
使

，
て
い
る

一
般
家
庭
を
訪

問
し
、
詐
欺
的
あ
る
い
は
恐
喝

的
な
方
法
で
強
引
に
消
火
器
を

押
し
売
り
し
で
い
る
事
例
が
出

て
い
ま
す
。

消
防
署
で
は
、
こ
う
し
た
悪

質
訪
間
販
売
の
不
良
品
、
不
適

価
格
に
よ
る
販
売
事
故
を
未
然

に
防
止
す
る
た
め
、
家
庭
で
買

０
お
米
は
た
い
ら
に
な
ら
し
、

内
ナ
ベ
を
熱
板
に
完
全
に
密
着

す
る
よ
う
に
の
せ
ま
し
ょ
う
。

０
炊
き
あ
が
っ
た
ら
１５
～
２０
分

く
ら
い
フ
タ
を
と
ら
ず
む
ら
し

て
な
ら
食
べ
る
の
が
コ
ツ
。

い
求
め
の
際
は
、
信
用
の
あ
る

消
火
器
販
売
店
ま
た
は
消
防
署

へ
ご
相
談
の
上
、
現
格
品

⌒国

家
検
定
合
格
証
の
ス
テ
ッ
カ
ー

を
貼
っ
た
も
の
）
を
お
求
め
に

な
る
よ
う
消
防
署
で
は
の
ぞ
ん

で
い
ま
す
。

ま
た
、
訪
問
販
売
者
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
す
ぐ
消
防
署
か
警

察
に
ご
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

分
に
。
内
ナ
ベ
が
へ
こ
ん
だ
り
　
　
◎
保
温
は
、
む
ら
し
終
っ
た
ご

す
る
と
、
炊
き
そ
こ
な
い
の
原
　
　
飯
を
よ
く
か
き
ま
ぜ
て
湯
気
を

因
に
な
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
抜
い
て
か
ら
し
ま
す
。

38gす
で

ら LEま で

郵 便 書 簡

辮 豚 138gす
で



キ

ド

炉

辺

話

す

ぐ

は

ず

む

脇
　
一九
　
　
久
留
米
　
い
さ
お

村

は

過

疎

家

守

る

犬

の
寒

き

貌

海

書

を

描

む

浜

の
娘

脂

粉

を

ま

き

散

ら

し

柏

の
葉
あ

ぎ

わ

つ
く

雪

夜

裏

へ
急

ぐ

潟

の
凪

自

鳥

の
声

透

る
朝

海

鳴

り

や

曜

光

の
ご

と

く

射

す

冬

陽

磯

松

　

青

野

一二
　
平

隠

滅

を

待

っ
て
捜

査

の
問

を

開

け

記

憶

な

し

存

ぜ

ぬ

で
通

る

証

人

サ

ン

ピ

ー

ナ

ッ

ツ

に
二

億

円

犯

人

色

が

褐

せ

太
　
田
　
き
む
ら
　
ふ
さ
こ

暗
闇
に
出
て
ゆ
く
船
の
響
き
あ
り
沖
に
漁
火
か
す
か
に
燃
ゆ
る

雪
降
れ
ば
は
し
ゃ
ぐ
子
ら
の
赤
き
頬
夢
ふ
く
ら
み
て
春
を
待
ち
づ
つ

脇

元

桑

野

ミ

ナ

過
ぎ
し
日
を
ふ
と
振
り
返
り
思
う
午
後
わ
が
人
生
も
半
ば
を
越
え
て

保
育
所
の
人
所
間
近
か
に
末
孫
は
服
ま
と
う
し
ぐ
さ
今
日
も
ま
た

昭和 50年分 の所得税 の確定 申告 と納税 は 3

月15日 までです。

も う申告 はお済みで しょうか。期限 に遅 れ

て申告 をします と、無 申告加算税 がかかった

1警 言t,71撃 F」 だ「 晟桑 集  所

遅 れ ます と、延滞税 がかか ります。  得

余計 な税金 を納 めないため にも、期  税

限内 に申告 を済 ませ ま しょう。    の

な:言言冤言「曹1菫喜奪』隼[[ 」[

:::i::[[:[::]i:i  :

申告の誤りに気づいた場合は    15
0所得 や税額 を多 く計算 しだ p、 還   日

付税額を少なく計算したとき     ま
正 しいもの に直 す よ う「更正 の請  で

求Jを す ることがで きます。

O所得 や税額 を少 な く計算 した り、還付税額

を多 く計算 した とき

「修正 申告」 を して正 しい もの とす ること

ができます。

所得税は、あなたの事業のパロメーターで

す。あなたの手で、正 しい申告と納税 をいた

しましょう。

留
米

青

春
名
を

連 載

ス
ペ
イ
ン
語
（西
語
）
と
私

相
内
高
教
論
　
戸
川
　
薔

一
さ
ん
（
２７
）

大
学
へ
の
道
を
と
ぎ
さ
れ
た
一
年
間
ド
私
は
テ
レ

ビ
の
西
語
に
か
じ
り
つ
い
て
い
た
。
他
の
人
た
ち
よ

り
遅
れ
て
い
る
と
い
う

″あ
せ
り
″
が
あ
っ
た
よ
う

に
思
・つ
。

発
音
は
日
本
語
に
似
て
い
る
が
、
文
法
は
英
語
以

上
に
面
倒
だ
。
大
学
で
西
語
を
受
講
し
た
私
に
と
っ

て
こ
の
一
年
の
学
習
は
大
い
に
役
立
っ
た
し
、
ア
ル

バ
イ
ト
先
の
ホ
テ
ル
で
西
語
を
母
国
語
と
す
る
外
人

に
会
う
の
が

一
番
の
楽
し

み
で
も
あ
っ
た
。
今
は
そ

ん
な
環
境
に
な
い
が
、
ラ

ジ
オ
の
電
波
を
通
し
て
の

西
語
放
送
に
無
意
識
の
う

ち
に
ダ
イ
ヤ
ル
が
回
る
。

消

防

予

算

の
増
額

を
―

酬
・防
綱
鶴
に
勝
　
工
藤

　
理

一
さ
ん

（
３９

）

火
災
は

一
瞬
の
う
ち
に
貴
重
な
財
産
や
尊

い
生
命

ま
で
奪

つ
て
し
ま

い
ま
す
。

し
か
し
、
火
災
は
恐
ろ
し
い
も
の
だ
と
は
知

っ
て

い
て
も
、
ち

ょ
っ
と
の
気
の
ゆ
る
み
か
ら
起
り
ま
す
。

「
焼

い
て
泣
く
よ
り
笑

っ
て
予
防
」
の
標
語

・―ょ
火
災

予
防
の
核
心
を
う
ま
ぐ
と
ら
え
て
い
ま
す
。
私
た
ち

も
万

一
に
そ
な
え
て
、
消
防
機
機
器
具
の
点
検
を
励

行
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
た
び
ご
と
に
機
械
器
具
の

不
備
が
話
し
合
わ
れ
ま
す
。

村
は
い
ま
い
ち
ど
、
各

分
団
を
総
点
検
し
、
消
防

予
算
の
増
額
を
し
て
ほ
し

い
。



⑥

槙各1様芦」開さくに貢献

③

長
谷
川
清
次
郎
翁
彰
功
記
念
碑

長
谷
川
翁
は
享
和
三
年
、
西
郡
菰
槌
村
に
生
れ
、

の
ち
に
村
長
を
務
め
た
人
で
す
が
、
翁
は
早
く
か
ら
、

岩
木
川
を
主
流
と
す
る
山
田
川
、
鳥
谷
川
な
ど
の
治

水
に
意
を
用
い
、
水
田
を
水
害
か
ら
守
り
ま
し
た
。

す
れ
の
は
ど
け
て
哺
的
嚇
げ
脚
製
＝
林
締
［
れ
肺
は

，な
く
て
も
大
洪
水
を
招
き
、
農
作
物
に
大
き
な
被
害

を
あ
た
え
ま
し
た
。

明
治
二
年
に
は

「巳
の
年
の
飢
饉
」
が
起
り
、
領

民
は
飢
え
に
泣
き
窮
状
を
極
め
ま
し
た
。

こ
れ
を
見
か
ね
た
長
谷
川
翁
は
翌
三
年
五
月
、
水

戸
日
の
開
さ
く
を
思
い
立
ち
、
磯
松
ま
で
の
原
野

一

里
十
八
丁

（六
キ
ロ
）
に
わ
た
っ
て
溝
渠
工
事
を
進

め
ま
し
た
。
約
十
万
人
の
人
夫
を
要
し
、
同
年
十

一

月
に
竣
工
さ
せ
ま
し
た
。
労
役
に
出
た
人
に
は
、　
一

日
白
米

一
升
五
合
を
あ
た
え
領
民
を
飢
え
か
ら
救
っ

た
般
い
い
静
け
ど

を
と
り

「長‐３
争
鵬
恭
戸ど
」
と
名
づ

け
ら
れ
ま
し
た
が
、
明
治
九
年
十
二
月
十
二
日
、
七

十
三
歳
で
死
去
。
碑
は
大
正
十

一
年
、
十
三
村
真
如

会
が
建
立
し
ま
し
た
。

―

〓
あ

―

年
金
を
う
け
る
こ
と
が
で
き
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
気

が
つ
か
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
請
求
を
し
て
い
な

い
方
を
と
き
ど
き
お
見
う
け
し
ま
す
。
年
金
を
う
け
ら
れ

る
要
件
に
該
当
し
た
と
き
は
、
早
め
に
請
求
し
て
下
さ
い
。

老
齢
年
金

か
け
金
を
納
め
た
期
間
と
、

か
け
金
の
納
付
を
免
除
さ
れ
た

期
間
が
二
十
五
年
以
上
あ
る
人

に
六
十
五
歳
か
ら
支
給
さ
れ
ま

す
。■

算
老
齢
年
金

国
民
年
金
と
他
の
年
金
制
度

の
加
入
期
間
と
合
せ
て
二
十
五

年
以
上
か
け
金
を
納
め
た
人
に

六
十
五
歳
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

障
害
年
全

一
定
期
間
以
上
か
け
金
を
納

め
て
い
る
人
が
、
病
気
や
け
が

が
も
と
で
障
害
者
に
な
っ
た
場

合
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

母
子

（準
母
子
）
年
金

夫
や

一
家
の
働
き
手
で
あ
る

息
子
、
父
、
又
は
祖
父
が
死
亡

し
た
場
合
、
こ
の
夫
等
の
死
亡

し
た
前
日
ま
で
に
一
定
期
間
以

上
の
か
け
金
を
納
め
て
い
る
妻

や
祖
母
、
又
は
姉
が
十
八
歳
未

満
の
子
、
又
は
弟
妹
と
生
活
を

し
て
い
る
と
き
に
、
支
給
さ
れ

ま
す
。

遺
児
年
全

一
定
期
間
以
上
の
か
け
金
を

納
め
て
い
る
両
親
と
死
別
し
た

十
八
歳
未
満
の
子
に
支
給
さ
れ

ま
す
。

寡
”
年
金

六
十
五
歳
未
満
の
夫
が
老
齢

年
金
の
資
格
が
あ
り
な
が
ら
、

老
齢
年
金
や
障
害
年
金
を
う
け

ず
に
死
亡
し
た
場
合
に
、
そ
の

夫
と
十
年
以
上
つ
れ
そ
っ
た
妻

に
、
六
十
歳
か
ら
六
十
五
歳
ま

で
の
間
支
給
さ
れ
ま
す
。

死
亡

一
時
金

か
け
金
を
三
年
以
上
納
め
た

人
が
、
年
金
を
も
ら
わ
ず
に
死

亡
し
た
と
き
に
、
支
給
さ
れ
ま

す
。

碑は五月女蓬の手前、左

側松林の中にひっそりと

建っています。

宮
崎

佐
藤

年金の請求を忘れずに
惇羅ご記

お
誕
生

（十
三
）
彦
二
郎

（相
内
）
弘
文

宮
川
　
則
子

⌒脇
元
）
精

一

木
村
　
真
弓

（太
田
）
冨
男

武
田
富
美
子

（太
田
）
勲

湯
浅

　

暁

（十
三
）
駿

』“̈一ご結婚

（幡紳のり礎
一麒麟一

⌒脚紳　報奇
｛犠卦一

（籠淋　寿競
一般鰤｝

（獄師　鋼毬
一謳輌判原）

（構製　魏捌
一「̈
一

⌒誌晰ス靖毬
一い輛一

（飢島　露撤
一廿三一

⌒′‐ヽ本書谷雅一
一輯野一

（口一一一一一一ワ

本
荘
ハ
ル

⌒十
三
）
８９
歳

成
田
喜
丈

（脇
元
）
８０
歳

奈
良
謙
三

（太
田
）
７４
歳

*国 民の年金の種類 *


